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光　明　層　群

一赤石山地最南部の四万十帯白亜系一

狩　　野　　謙　　　＊

TheKomyoGroupintheSouthernmostPartof

theAkaishiMountains，

CentralJapan

Ken－ichi KANO＊

The Komyo Group，distributedin the southernmost part of the AkaishiMountains，

CentralJapan，has been believedtobelongtotheShimantoSupergroup．However，the

details of the Group have not ever been clarified．This study clarifies thelithofacies，

geologiCstructuresandageoftheGroupbyprecisesurveyandradiolarianbiostratigraphy．

TheGroupconsistsoftwokindsofstrataofdifferentrockfacies Theoneisrichin

sandstonewithsubordinatemudstone，andtheotheris achaoticmixtureofsandstoneand

mudstonewithallochthonousblocksofgreenrocks，Varicoloredshaleandsiliceousshilt－

StOne，Chertandlimestone．Theformerismainlydistributedinthenorthwesternpartof

the studied area，and thelatterin the southeastern part．These strata are mostly of

Chaoticdepositsofolistostromalorigin．

Accordingtothemega・fossilsandnewlydiscoveredradiolarianfossils，theallochtho－

nousblocksintheGrouprangein age from LateJurassic tolate Late Cretaceous，and

muddy matrix rangesfromlate Early Cretaceous tolatest Cretaceous．Sliding and／Or

SlumpingofstrataprobablyoccurredduringorafterLateCretaceoustime．

ThestratastrikeNE－SWtoNNE－SSWdirectionanddipsteeplytoward NW or SE．

UprightfoldswithwavelengthofmorethanlOmaredevelopedintheGroup・These

folds often accompanied with minorfaultsintheaxialparts．Mostofthemareprob－

ably oftectonic origin．After the folding，theGroupisdisplacedbyleft－lateralstrike－

Slipfaulting associtaed with displacements oftheKomyo Fault andtheAkaishiTec・

tonic Line．

TheseresultsclearlysuggestthattheKomyoGroupbelongstothe Shimanto Super－

groupintheAkaishiMountains．Accordingtothesimilaritiesoflithofaciesandarrange－

mentofstrata，theKomyoGroupinthenorthwesternareacanbecorrelativewiththe

AkaishiGroup，andtheGroupinthesoutheasternareatotheShiraneGroupinthemain

partoftheAkaishiMountains．

1984年3月19日受理

＋　静岡大学教育学部地学教室Institute of Geosciences，School of Education，Shizuoka University，Shizuoka422．
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は　じ　め　に

光明層群（斎藤・礪見，1954）とは，赤石山地最

南部，天竜川の東岸の南北約30km，東西約3～4km

の細長い地域に分布する地層で，一般には四万十帯

に属する中生層として扱われている（Fig．1）．この

光明層群については20万分の1豊橋図幅（山田ほ

か・編，1972），同静岡県地質図（土ほか・編，1973）

に描かれているのを除くと，分布地域南部での5万

分の1秋葉山図幅（斎藤・磯見，1954）による報告が

あるくらいで，その詳細は明らかではない．

近年，各地の四万十帯で，その構成層の詳細な解

析が放散虫生層序学を一つの柱として急速に進んで

きている．この光明層群の層序や構造の解析は，単

に四万十帯の形成過程を明らかにするためばかりで

なく，この地層の西側と東側をそれぞれ境する，西

南日本では第1級の南北方向の横すべり断層である

赤石製線および光明断層の性格，さらには新生代に

おける西南日本の屈曲を考えるためにも重要となる．

筆者はこのために光明層群が分布する地域のほぼ全

域を調査した．その結果，この光明層群は，そのほ

とんどが泥質基質と砂岩ブロックよりなるオリスト

ストロームで，その一部に緑色岩，チャート，石灰

岩などの異地性ブロックを含むこと，産出した放散

虫化石によりその地質年代は後期白亜紀あるいはそ

れ以降である可能性が高いこと，さらにその堆積後

の造構作用による摺曲・断層により分断された地層

であること，などが明らかになった．本論ではこれ

らの結果とあわせて，光明層群とそれより北東側に

広く分布する赤石山地主部の四万十帯の地層との関

係についても述べる．

謝辞：　調査地域のうち，おおよそ秋葉山より南部

の地域の地質については柴田佑治氏の静岡大学教育

学部卒業論文（柴田，1983MS）の結果が生かされてい

る．放散虫化石の同定は大阪大学教養部中世古幸次

郎助教授，西村明子嬢による．なお，図版中の放散

虫写真の約70％は西村嬢の撮影による．松尾小学校

松島信幸氏には赤石山地の地質について，いくつか

の御指摘を戴いた．東京大学理学部村田明広博士に

は草稿を検討して戴いた．静岡大学理学部康田　豊

氏には放散虫処理に際してお世話になった．これら

の方々に深く感謝する．・本研究に要した費用のうち，

謙　　一

その一部に文部省科学研究費（No．00434041および

58540492）を使用した．

地　質　概　説

本論で主題とする光明層群は，西に赤石裂線を境

として三波川変成岩類および秩父帯の地層と，東に

光明断層を境として赤石山地主部の四万十帯の地層

と，北に仏像構造線を境として秩父一三宝山帯の地

層と，南に一部断層，一部傾斜不整合でより新期の

地層と接する（Fig．1）．なお，赤石製線，光明断層に

ついてはそれぞれ光明西断層，光明東断層（横山，

Fig．1．Index map and geologlC Outline of

the southern part of the Akaishi Mountains．

1：Sambagawa metamorphic belt2：Chichibu－

Sambosan belt3：Shimanto belt B．T．L．：

Butsuzo Tectonic Line



一一二二ゝ～

竹
J
i
裾
．
N
．
〔
小
口
〇
】
：
g
】
C

コ
J
N
ェ
J
．
　
｝
＝
s
a
コ
d
s
t
〇
：
つ
・
一
⊥
〔
l
J
 
l
〕
e
d
s
 
N

c
h
a
∧
〕
t
－
J
i
c
　
コ
J
i
リ
ハ
t
u
r
〔
り
　
〔
｝
f
 
s
a
工
J
d
s
t
〔
J
J
」
〓
〔
・
a
コ
〔
H
 
T
一
J
一
「
亡
〔
－
s
t
〔
）
コ
▲
川

u
∴
∴
几
「
〔
丹
什
ル
H
J
 
r
C
人
目
k
s
　
串
H
 
c
十
】
爪
丹
■
I
t
　
り
こ
J
d
、
（
〕
r
　
く
a
r
i
c
〔
こ
こ
U
r
e
d
 
s
h
a
】
e
 
a
コ
d
 
s
i
】
i
c
n
Ⅷ
∧
〕
u
S
 
S
i
l
t
s
t
n
i
J
爪
・
L
m
‥
】
i
コ
J
e
Ⅵ
t
〇
コ
e

N
l
・
C
 
H
 
a
t
t
j
t
■
L
T
〔
－
e
 
O
f
 
b
〔
n
　
（
a
‥
d
i
p
∧
苦
　
b
＝
〔
Ⅹ
〕
∵
M
m
 
d
i
p
M
帖
∝
C
′
　
C
＝
廿
ご
〕
　
∧
‖
d
i
p
）
　
○
｝
・
〔
貰
い
‥
－
0
人
〓
a
〓
t
i
e
s
 
C
f
 
r
a
d
i
O
－
a
r
i
a
コ

f
C
∽
S
〓
s
 
L
P
コ
J
こ
O
C
a
】
i
t
｝
1
　
C
叫
　
a
コ
J
コ
J
T
〔
〕
コ
i
t
e
 
d
・
｝
＝
－
O
C
a
l
i
t
i
e
s
 
O
f
 
C
u
t
C
r
O
p
S
 
S
h
O
J
も
勺
1
コ
　
i
コ
　
F
i
仙
川
u
r
e
S
 
a
コ
d
 
H
〕
】
a
t
e
s
．



光　　明

1934），あるいは水窪赤石製線，遠山赤石製線（松

島，1973）と呼ばれることもある．本論では斎藤・磯

見（1954）およびKIMURA（1961）などに従い赤石製線，

光明断層の名称を用いる．

Fig．2は調査地域の地質図である．この図では光

明層群と，それを他の地層と境する断層を描き，そ

れ以外については省略した．地域南部では，大規模

な露頭は少ないが比較的露出がよく，かなりの精度

で調査が可能である．地域北部では地形が急峻とな

り，踏査が不可能な地域が多く，その詳細について

は不明な所が多い．Fig．2Bでは，秋葉山から竜頭

山，井戸口山をへて山住峠に至る尾根上ないしは尾

根付近を通る林道（天竜林道）での調査結果が主要

なものである．

光明層群については，分布地域南部での斎藤・礁

見（1954）による報告がある．それによると，本層群は

光明断層および赤石製線にほぼ平行なNNE－SSW

の一般走向をもち，一部に等斜摺曲を伴うが一般に

は東上位で逆転した構造をもつとされた．そして石

灰岩年に産出する“烏巣〝型化石から，光明層群は

ジュラ系を含む地層であり，さらに岩質の対比から

四万十帯の地層に属するものとされて・きた．その後，

地域南部から白亜紀最後期のアンモナイトが報告さ

れた（MATSUMOTO et al．，1978）．また最近，橋本

（1981），狩野・村松（1982）がこの地層に関して簡単な

報告をしている．しかしながら，この光明層群につ

いては他の赤石山地の四万十帯の地層の多くと同様

に詳細は明らかになっていない．

赤石製線は大局的にはNlO～200Eの走向を持つ

高角断層である．ただしこの地域の福沢～秋葉山間

では断層のトレースは屈曲し，西側の三波川変成岩

類がより東側にはりだすようにして分布している

（Fig．1）．この部分では，この断層は東に緩く傾斜す

る逆断層の形態をもつ（KIMURA，1961）．断層の西

側の変成岩類は，主として黒色片岩，緑色片岩より

なり，ほぼ南北の一般走向を有する．佐久より南で

は断層は2つに枝分かれし，それらの間にはチャー

ト，スレートを含む秩父帯の地層，および新第三系

二俣層群が分布している（斎藤・礁見，1954；KIMU－

RA，1961）．

光明断層は赤石製線とほぼ平行する高角断層であ

層　　群 57

る．その東側には赤石山地の大部分を構成する四万

十帯の地層が広く分布している．この地層は北東一

南西～東北東一西南西の一般走向をもつ．調査地域

周辺では犬居付近を境として，それより北側の地層

は犬居層群，南側は三倉層群として区分されている（斎

藤・積見，1954；山田ほか・編，1972）．犬居層群は

主として成層状態の良好な砂岩泥岩互層，および砂

岩の径数10cm以下の礫をもつ泥質岩から，三倉層

群は主として砂岩の径数10cm以下の礫をもつ泥質

岩からなり，いずれも後述する光明層群の岩質とは

異なっている．

光明断層は破砕帯の存在，およびその両側の地層

の岩質の差異から容易にその位置を判断できる．調

査地域内での光明断層は北から南に，門桁から勝坂，

久保田，長沢，横川を経て下百舌里に至り，そのト

レースは従来描かれていたもの（山田ほか・編，

1972；土ほか・編，1973）よりもはるかに直線的とな

る（Fig．2）．門桁～山住峠間の県道沿いの露頭で，

N20～30PE，900の走向・傾斜をもつ断層面が観察で

きる．久保田より南では，この断層は細かく粉砕さ

れた岩石よりなる幅数10m以上の破砕帯をもつ．下

百舌里より南では，断層はいくつかに枝分かれし，

それらの断層にはさまれて大平層群，家田層群，倉

真層群などの新第三系が分布している（斎藤・磯見，

1954；KIMURA，1961）．

光明断層，赤石製線とも傾斜すべり成分が卓越し

た運動をした時期があったらしい．しかしながら，

その主要な変位成分は左横すべりで，両者の変位量

を合計すると約50kmにおよぶとされている（Kト

MURA，1961）．

本地域では仏像構造線の位置は明確ではない．

KIMURA（1961），山田ほか・編（1972），土ほか・編（19

73）などでは，門桁から福沢を結ぶ付近に仏像構造線

を推定している．しかしながら，この付近を境にし

て，なんらの岩質の変化が認められず，周囲には砂

岩が卓越した一連の地層が分布している．したがっ

て，この付近に仏像構造線を推定するのは適切では

ない．実際にはFig．2Bのように，この位置より約

1．5km北西付近が岩相の境界となる．この位置付近】

まで砂岩が卓越した地層が分布し，これより北西側

には，石灰岩，チャートを頻繁にはさむ典型的な秩
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父一三宝山帯の地層が分布する．断層面は確認して

いないが，仏像構造線はこの位置付近を通るものと

思われる．

光明層群の砕層岩層

光明層群の主体は，泥質もしくは細粒な砂質の基

質と，さまざまな大きさの砂岩ブロックとの乱雑な

集合体である．場所によりブロックの量，大きさと，

基質の量が異なっている．ここでは，砂岩ブロック

が露頭で大半を占める部分を砂岩卓越層（sand－

StOne－richbeds）として，砂岩ブロックと泥質基質が

等量程度，もしくは泥質基質が優勢な部分を砂岩・

泥岩混在層（Chaotic mixture of sandstone and

mudstone）として地質図（Fig．2）では区分した．ただ

し，露頭の状態に左右されて定量的な区分はむずか

しく，地質図での境界はおおよその目安である．大

局的にみれば，南部地域ほど砂岩・泥岩混在層が，

北部地域ほど砂岩卓越層が優勢となる．ここでは，

これら砕屑岩層の岩質と，地層堆積時あるいは堆積

後まもない時期に形成されたと思われる構造につい

て述べる．ただし，実際には堆積時の構造か，地層

の埋没が進んだ段階での造構作用による構造かを区

別することがむずかしい場合が多い．この砕屑岩層

のほかに，南部地域と，北部地域の東部で光明断層

謙

に近接している部分には，緑色岩，チャート，多色

互層，石灰岩などが散在している．これらの産状に

ついては次章で述べる．これらの地層の層序・層厚

については，現在のところ地層の全体の断面形態が

不明であるために明らかになっていない．

Fig・3とFig．4は光明層群の砕屑岩層の典型的な

産状を示す露頭スケッチである．このほかにFig．9

とPlatelにも砕屑岩層の状態が示されている．砕

屑岩層中の砂岩ブロックの大きさは数mから10数

m程度のものが露頭で認められる．さらに大きなブ

ロックが多数存在している可能性が強い．一般には

砂岩卓越層中のブロックは大きく，砂岩・泥岩混在

層で特に泥質部が優勢な所ほどブロックは小さくな

る・粗粒な砂岩よりなるプロ．ツクほど径が大きく，

細粒なものほど径が小さい．また，粗粒なものほど

塊状を呈する．ブロックの形はシート状，レンズ状，

角礫状，円礫状，不規則形状など様々である．全体

としてはシート状，レンズ状，角礫状のものが多い．

露頭規模でみる限りでは，これらのブロックの淘汰

は極めて悪い．

シート状ないしはレンズ状ブロックが複数個ある

場合には，それらのブロックは，もともとひと続き

であったものが地層に平行に引きち切られるように

して，ある方向にそれらの長辺をほぼ平行に配列さ

払
「　　　・　　一・1

Fig・3・Typicalexampleofchaoticmixtureofsandstoneandmudstone atLoc．finFig．2A．

A：Sectioncutperpendiculartothestrikeofthebeddingplane・B‥sectioncut paral1elto

▲・thestrikeofthebedding．plane・LocationsofA and B areshownin theupper

Of the figure．
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0　　　　10m

卜atti亡ude of bed　　トa亡亡itude of faul亡

Fig・4・Examples ofattitudes ofclastic beds．A‥pinchand swellst・

ructuresinsandstone blocks at Loc．kin Fig．2A．B：sandstone

blocks and muddy matrixinChaotic mixture of mudstone and sand－

StOne at Loc．iin Fig．2A．C：Sandstone blocks and blocks of alternat－

ing sandstone and mudstone beds at

せている．後述するように，このブロックの配列方

向を地層の層理面の走向・傾斜を示すものとして計

測してある．ブロックの形態や配列状態は，この走

向方向から見ても，走向と直交する方向から見ても

大きな差はない（Fig．3）．

これらのブロックの中には，厚さ数cmから数mの

単層であることを示す層理面が保存され，その単層

内で級化層理や葉理などの堆積構造が見られること

がある．これからすると，ブロックの一部はもとも

とは層状砂岩や，薄い泥層をはさむ砂岩層もしくは

砂岩・泥岩互層であり，そのあるものはタービダイ

トであったと思われる．そして，シート状やレンズ

状ブロックの長辺の大部分は，ブロックとして分裂

する以前には層理面を構成していたと思われる．

Fig．4Cは厚さ数10crnの単層を持つ層状砂岩ない

しは砂勝ちの砂岩・泥岩互層の大ブロックが露頭左

側でより小規模なブロックに分割している例である．

このようにブロック内部にもともとの層理面が保存

されている場合でも，その層理面は著しく波曲し，

砂岩単層内で膨綿が起こっている場合も少なくない

59

Loc．1．in Fig．2B．

（Figs．3A，4A）．

ブロックを構成する砂岩の大部分は灰～黒灰色を

呈し，細粒のものから粗粒のものまで様々であり，

一部には紙礫程度の粒子を含むものもある．これら

のうち，中～粗粒砂岩は地域南部と北部において，

また砂岩卓越層と砂岩・泥岩混在層との間で，鏡下

では組成上明瞭な差異は認められない．これらは全

体としてワッケもしくはワッケに近いアレナイトで

ある．円磨が進んでいない粒子が大部分で，淘汰は

良好とはいえない．粒子は石英が多く，ついで斜長

石，カリ長石，チャート岩片，泥岩岩片，酸性火山

岩片などで構成されている．所により泥岩岩片の量

が多く，かつ紙礫程度のものが密集した部分では礫

岩様となる．

これらの砂岩ブロックの間は黒色の泥質基質によ

り埋められている．この泥質岩の粒径はシルトサイ

ズのものが多く，数m程度の厚さの葉理が発達して

いる（Plate2A）・この薬理は不規則に厚さをかえ，

緩く波曲していることが多い．この薬理は，これに

斜交する小断層により切られ，小規模な変位をして
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いる．この小断層はメソスコピックには破砕帯をと

もなわず，断層面を剥離することはむずかしく，い

わゆる“面なし断層〟の様式を持っている．この泥

質基質中には，まれに比較的閉じた波長数10cm以下

のスランプ摺曲と思われる摺曲が認められることが

ある（Fig．4B）．　　　　　　　　　　　　　　ゝ

これら述べてきたような砕屑岩層中のブロックや

基質の形態の特徴から，光明層群の主体を構成する

砕層岩層の大部分は，初生的には未固結へノ半固精の

砂岩・泥岩層が重力滑動により’移動，再堆積したオ

リストストロームとみなすことができる．メソスコ

ピックなスケールでは，全体的には地層に平行な方

向に引きち切られたような構造が主体をなす．地す

べり末端部に見られるような，ブロックが衝上断層

を伴って覆瓦状配列を取るといった，あるいはスラ

ンプ摺曲を発達させるような，地層に平行な方向で

の圧縮による構造は顕著ではない．このことから，

このオリストストロームは斜面をその前方および側

方にひろがるようにして流下し，堆積したものであ

ると思われる．そして，このようなオリストストロー

ムが何校かの堆積ユニットを構成し，積み重なって

いる可能性が大きい．しかしながら，どの程度の枚

数の堆積ユニットがあり，それらがどの程度の厚さ

に達するものかは明らかではない．分布範囲，高度

からみて，その厚さの総計は数千mに達するものと

思われる．

緑色岩，チャート，多色互屠，

石灰岩などの・産状

地域南部を中心にして光明層群の砕屑岩層の泥質

基質中には，砂岩ブロックのほかに径数m以上の緑

色岩，石灰岩，チャートブロックなどが散在してい

る．以下ではこれらの産状について記す．

緑色岩

緑色岩は地域南部では上述の砂岩・泥岩混在層の

うち，比較的泥岩の多い部分に挟まれている．一部

は砂岩卓越層の間に挟まれることもあるが，緑色岩

に近接した部分には比較的泥岩が多い．また地域北

部では光明断層に近接した地域に分布している．緑

色岩の厚さは数m～数10m程度で，一枚の厚さが

100m以上に達するものはなく，側方への連続性は

謙

よくない．これらは緑色，暗緑色，暗赤色を呈し，

塩基性溶岩および同質の火砕岩よりなる．これらの

緑色岩の組織はよく保存されていないが，ハイアロ

クラスタイト，ピロープレツチャー，塊状溶岩が多

く，枕状溶岩は少ないか，あったとしても枕状構造

の保存は悪い．発泡組織はほとんど認められない．

これらの緑色岩の多くは10％以下の斑晶をもつ玄

武岩である．斑晶の大部分は斜長石で，その他に単

斜輝石を含む．基質部には針状ないしは短柵状の斜

長石が目立ち，針状の不透明鉱物を含むインター

サータルな組織をもつ．このほかにオフイティック

な組織をもつ粗粒玄武岩も認められる．

多色互層

これらの緑色岩の多くは赤色泥岩，緑色泥岩，黒

色泥岩，チャートなどを伴っている．これらは数m

～数cmの互層を作り，おたがいに上下および側方に

移化しあう．たとえば赤色泥岩は珪質になり赤色

チャートへと，緑色泥岩は淡緑色チャートへと移り

変わる．赤色泥岩や緑色泥岩の一部は凝灰質かもし

れない．この互層を以後多色互層（varicoloredshale

andsiliceoussiltstone）（平ほか，1980）と呼ぶこと

にする．Plate2Bに緑色泥岩と黒色泥岩の互層状態

の一例を示す．この例では膨縮構造を伴う堆造が認

められる．多色互層中には径数10cm程度のチャー

トブロックや，径数10cm以下の細粒砂岩のレンズ状

ブロックを伴うことがある．多色互層の厚さは一般

に数10m程度で，100m以上におよぶものもある．

また緑色岩とは孤立して厚さ数10mの赤色泥岩が

小露出することがある．

チャート

チャートは前述した多色互層中の赤色チャート，

淡緑色チャートのほかに，緑色岩あるいは多色互層

とは孤立して，地域南部の砂岩・泥岩浪在層中に点

在する．これらの孤立して分布するチャートでは白

色，灰白色のものが多い．これらは一般に単層が数

cmの層状チャートで，放散虫を産する．光明山～横

川間のチャートは数cm～10cm程度の単層をもち，同

程度の厚さの石灰岩と互層している（Fig．2Aの

Loc．04．図では石灰岩として表示）（Plate2C）．こ

れらのチャートの全体の厚さは，厚いものでも

20～30m程度で，その側方への連続性は悪い．
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囲1匪ヨ2　図3［亘］4　図5
Fig・5・Routemap alongtheMatsuma Riverin thearea XinFig．2A．

1：greenrocks（massivelava，pillowbreccia，hyaloclastite，etC．）
2：pillowlava　3：varicolored shale and siliceous siltstone．

4：chert　5：black shalewith sandstone blocks　6：sandstone

7：attitude of bed O7－10：localities of radiolarian fossils

m：locality ofoutcrop shownin Fig．10．

black shale with

sandstone blocks

SandstOne

black shale with

Sandstone blocks

Chert

green shale　＆　red cher亡

green shale　＆　gray cher［

black shale

red shale

basalt

black shale

inter pillowlimes亡One

Pillowlava

red shale

basalt
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Pillow breccia

pillowlava

red shale　＆　green shale

green shale　＆　red shale

Cher仁

red shale

massive basalt

pillowlava

Fig．6・Columnar section of the bedsin Fig．5．

07－10：horizons yielding radiolarian fossils
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緑色岩・チャート・多色互層の産状を示す例

緑色岩とそれに伴うチャート，多色互層が最もよ

く露出している松間川（Fig．5），久保田林道（Fig．7），

勝坂の西方の入地林道（Fig．8）にそったルートマッ

プを示す．

Fig・6はFig・5をもとにして，東側の枕状溶岩を

最下位として描いた柱状図である．このルートでは

堆積構造により明確に地層の上下関係を決定できる

ものはないが，ルート西端付近の砂岩・泥岩混在層

中のシート状砂岩ブロック内の級化層理では西上位

の可能性が強い．一方後述するように，放散虫化石

が示す地層の上下はこの結果と逆である．このルー

トでは緑色岩，チャート，多色互層の組合わせとし

ては約250mの厚さをもつ．このうち，緑色岩は60

m程度の厚さのものが2層あり，その間に約50mの

厚さの多色互層をはさんでいる．下位の緑色岩には

保存の悪い枕状構造がみられる．上位の緑色岩の上

位には，間に赤色泥岩をはさんで厚さ約15mの枕状

溶岩ないしはピロープレツチャーが重なる．この緑

色岩中にはinter－pillowlimestoneが見られる．こ

の上位には厚さ約80mのチャートと多色互層より

なる層が重なる．このさらに上位は砂岩・泥岩混在

層が重なる．この中には径数m以上の粗粒砂岩のブ

ロックが多数含まれる部分がある．このルート内に

おいては顕著な断層や摺曲は認められず，緑色岩か
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Fig．7．Route map along the Kubotalogglng rOadin the area Yin Fig・2A・1：greenrocks

（mostly massivelava）2：pillowlava　3：varicolored shale and siliceous siltstone，and chert

4：black shale with sandstone blocks

ら多色互層，砂岩，泥岩混在層へと見かけ上整合的

に移り変わっている．ただし，緑色岩や多色互層も，

より広く分布を見る限り，巨大なブロックである可

能性が大きい．

久保田林道（Fig．7）では緑色岩，多色互層，チャー

トを含めた厚さは約170mである．ここでは，見か

け上下位の砂岩・泥岩混在層から緑色岩，多色互層

をへて上位の砂岩・泥岩混在層までがほぼ連続的に

露出している．下位の砂岩・泥岩混在層と緑色岩と

が接する部分は観察できないが，この間の末露出部

分数10cmの間に顕著な破砕帯を伴う断層は存在し

ないようである．緑色岩から多色互層をへて砂岩・

泥岩混在層までは見かけ上整合的に重なっている．

また林道南部と北部とでは地層が完全に対応してい

ない．林道南部では多色互層は100m以上の厚さを

もち，その間に厚さ約10mの緑色岩を挟んでいる．

一方，林道北部では多色互層は40～60m程度の厚さ

となる．

入地林道（Fig．8）は緑色岩が露出する最北部であ

る．ここでは地層は近接する光明断層にほぼ平行な

南北方向の高角断層により寸断されている．全体の

産状としては前2ルートとよく似ていて，緑色岩は

チャート，多色互層を伴って分布している．ただし，

ここでは緑色岩に近接して塊状の砂岩が多く分布し

ている．

石灰岩

石灰岩は前述した緑色岩中にinter－pillowlimes，

toneとしてはさまれることがある．これらは白色

～灰白色を呈し，厚さ数cm～数10cm程度で連続性

は悪い．また，前述したようにチャートと互層する

ものもある．これら以外に，石灰岩は地域南部の砂

岩・泥岩混在層中に点在している．その多くは径数

m～数10mで，最大のもので長径100m前後であ

る．これらは自～灰異色を呈し，弱く再結晶してい

る．ほとんどのものが塊状で，層理面は不明瞭であ

る．

酸性凝灰岩

酸性凝灰岩は地域全域を通じてまれに認められる．

緑色岩，チャート，多色互層とは分布上明瞭な関係

はない．ただし，ここでは多色互層中の緑色泥岩は

これに含めていない．細粒で白～白灰色，ないしは

淡緑色を呈する．厚さ数10C叫程度のものが多く，数

m以上のものは認められない．

光明層群の産出化石

この光明層群中で従来知られていた化石は少ない．

斎藤・礁見（1954）によると，地域南部の長沢および久

保田付近の石灰岩から“鳥巣〟型の珊瑚，ストロマ
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Fig．8．RoutemapalongtheIrichilogglngrOad

in the area Yin Fig・2B・1‥greenrOCks

（massivelava，pillowbreccia，hyaloclastite，

etc．）2‥chertandvaricoloredshale andsili－

ceoussiltstone　3：black shale with sandstone

blocks　4：sandstone　5‥alternatingsandstone

andmudstonebeds（turbidite）6、：attitudeof

bed　7：attitude offault14：locality of

radiolarian fossils
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トポロイド，石灰藻などを産出し，これにより光明

層群はジュラ系を含む中生界であるとした．また，

MATSUMOTOetal．（1978）は地域最南部の只来付近

で，黒色泥岩中の石灰質ノジュールからMaastri－

chtianを示すアンモナイト，助ueYice7W（GaYdeni－l

ceYtLS）cf．Yembdd（FoRBES）を報告している．

今回，調査地域のほぼ全域にわたる泥岩，チャー

トなどから放散虫化石の抽出につとめた．その結果，

Tablelに示すように計14地点から時代決定に有

効な放散虫化石が産出した．Tablelには産出種属

名のほかに，産出した岩種と，最近明らかにされて

きた放散虫生層序学の資料（たとえば中世古・編

（1982）など）に基づいて地層の推定年代をあわせて

示した．これらのうち，産出地はFig．5内で4地点

（Locs．07～10），Fig．7内で3地点（Locs・11～13），

Fig．8内で1地点（Loc．14）であり，その他の6地点

・（Locs．01～06）はFig．2に示した．また，放散虫化石

のいくつかはPlates3～5に示した．

これらのうちでLoc．04と06のチャートは後期

ジュラ紀から前期白亜紀の前期の群集を含み，全体

の中では比較的古い時代を示している．これら2地

点のチャートの産出位置は特に緑色岩と密接な関係

はない．Locs．05，08，09，10，12，13の群集は緑色

岩に伴う多色互層およびチャ．－ト中からで，05が前

期白亜紀の後期，12が後期白亜紀の前期の群集であ

るのを除けば，いずれも後期白亜紀の中期～後期，

ConiacianからCampanianの問の群集である．こ

れら緑色岩を伴う多色互層やチャートから産出する

放散虫は，個体数が多く，保存も良好である．Loc・

01の赤色泥岩は緑色岩とは離れた位置に孤立して

分布するが，同様にConiacian～Santonianを示す

群集を産出する．

Locs．02，03，07，11，14の黒色泥岩は砂岩・泥岩

混在層の基質部にあたる．これらから産するものは

いずれも保存が不良で，個体数も少ない．07からは

前期白亜紀の後期の群集を，他の4地点からは後期

白亜紀の群集を産する．これらの中では03の群集が

最も若く，後期白亜紀の後期，Santonianから

Campanian前後のものである．なお，Locs‥02，07，

11，14のすぐ近くには緑色岩ないしは多色互層が分

布している．したがって，この結果では，緑色岩に
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Table・1・RadiolarianfossilsfromtheKomyoGroup．Loc．‥locality，J．：Jurassic，C．：Cretaceous，

Tith・：Tithonian，Val．：Valanginian，Hau．‥Hauterivian，Cen．：Cenomanian，Con．：Coniasian，

San・：Santonian，Cam・：Campanian，L・：Lower，U・：Upper，1・：lower，u．‥upper，Ch．：chert，

Sh．：shale，r．：red，W．：white，b．：black，gy．：gray，p．g．：palegreen．

L oci：ro ck ra dio la ria n fo ssils ！ ag e

01：r．sh 肋 砂0桝ff和 舟 r椚0幻， a Sp．，A J如 才〟∽ g提Jわれ吻 C on．～

Ebeud oau lppha cus J70YeSenSis， P　 sp．， etC． S an．

02：b．sh 軸 u im bollu m sp・，A lieviu m sp・，E beud oau lqP hacus sp・，etC・ C en．

03：b．sh 肋 妙0桝fJ相 加5わはβ， etC． u．U ．C ．

04 ：W ．c h A 用乃〟加 わ 猫 血 相那 招乃伽 も Jもゐ 血相αSp．，乃椚庇両脚庖 T ith．～

Sp．，C ry p to －N assellaria， etC． H au．

05 ：r．sh A caen i0秒Ie um bilica kl？－助 け7itis m icれ坤Om a SSem b lag e d r u．L C

4 caen ioかle um bilk tlhl－LH tn nqpo Ya P YtleSPi，′殖Ya aSSem b la g e．

（裕：g y．ch M iY極 w sp・．， E b rvicing u hl Sp．， S bth ocqpsa sp．， etC． U ．J．～　V a l．

07：b．sh A ，でha eod ic＆om itYa Cf・Squ ina boli，A ・Sp・， Fbeud od ic＆om itY22 u．L C ．

Sp．，月払ca n th ocqb sa sp．，etC．

08 ：r．sh m c＆om itYa jbrm osa，D ．sp．， A 7r haeod ic＆om itm cf．squ in a －

C on．～bo lt A ・Sp・，A m p h iiy n Lh stockt　A 7T ha eospong pp Yu n u m Sp．，

C り少ね〝ゆ如 柁Jお 頭如 g，五q　 乃 β那 γ血 sp．， 伽 gco乃OCα叩0∽〝∽ 1　 S an．

　u n iveYSa，A eud oa ulqpha cus sp．， A lieuium sp．，H blocタ：ゆto －
I （Ⅵ邦は∽ gり谷g乃g乃525，etC．

00 ：p・寧・Ch A Jggが血桝 が 助 郷彿 A 〝ゆゐ如 血　 かg〟ゐ co乃〟お ，4 ．5わC紘

・亘 m ．

A ．〆0損ねも A ．α由〝紹血g那ね，A ．cf．かわお ，肋 如）研ぎJ和

k oslova e．，D anくわTSOnも D cf．Jbrm α犯 D cf．m u ltitoshl由，

a cf・由，彫 〃加 地 玖 G ）用 〟おJ由 招J的 用 ぬ ，助 少 な Cα乃由 一

β郡毎，C ，：ゆ由，Iゆ如 ，切払 ，，昭Cゆ 和，月払∽乃娩0招卸 αα乃助わα，

D u m bilicakl，D cf．g a lea hZ，」R eud oau lo♪ha cus spリ S tich o m itYa

ag m batos，L ith om elissa （？）sp ．，A b dloceYrion （？）sp．a ff．M

αCf乃gわ犯，etC．

10：b．sh J m h …ゆ川朴直肌用川 〃心拍…刷上 」／信 正 桝 脚 仙肌 正

C a m ．

乃 g〟ゐα〟匂わぬC揖 舟 柁S細め ，P 卸 間 g招g那料 月Z血J才一

∂m CCああ椚 Sp・，A 〝ゆゐiあ′犯血 が0揖わS，A ．郎g〟ゐ co乃〟J捕 ＝A ．

en essem A n ha eod ic＆om ih tl Sp．，m Cb10m itYa Sp a ff．D

a n dbYSOn乙 C タコ少hZ〝ゆh on lhl Can a7W，etC．

11：b．sh m aselifbm ul 占p．，e tC． U ．C．

12 ：b．sh A m p h ibyn d dr spリ A lieviu m sp．，C クつ少ia m i・h oYelhl Sp．，etC． 1．U ．C ．

13：p．g．sh C Yyt＞由〝ゆh oYe地 sp・，A 714｝h如 d dx sp．，伽 econ ocaりO m 7m Sp．，
u．S a n．～

肋 か ）桝fJ和 わざわはβ，乃g〟ゐα〟J呼ぬ ぐ捕 如 御 m g那れ etc． 1．C am

14：b．sh A 〝ゆゐ吻 ′乃血 5加 点乙 C 7ガ 由〝ゆ如柁J血 cf‥ゆ板柳嘘玖 U ．C ．
S tith om ih tl Sp．，etC．
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伴う多色互層も，その周囲の砕屑岩層の泥質基質も

前期白亜紀の後期から後期白亜紀の後期，Cam－

panianまでの間の堆積物であり，両者の地質年代に

はほとんど差がないことになる．

これらの中で，Locs．07～10の群集はFig．5の連

続露頭での産出であるが，放散虫が示す時代は前述

した見かけ上の地層の層序（Fig．6）とは逆の関係に

なる．すなわち見かけ上上位の07で前期白亜紀の後

期の群集を産し，下位の09，および10で後期白亜紀

の後期，Campanianの群集を産している．もし，こ

のルート内に大きな変位量をもつ断層が存在しない

とすると，この部分では地層は逆転していることに

なる．なお，Fig．7のLocs．12，13から産出する群

集は見かけ上の地層の上下関係とは矛盾しない．

このほかに，緑色岩と離れた地点の砂岩・泥岩混

在層中，および北部地域の砂岩卓越層中の泥岩より

放散虫の抽出を試みたが，現在のところ放散虫は見

出していない．以上のように大型化石を含めて，現

在得られている化石が示す光明層群の地質時代は，

後期ジュラ紀から白亜紀最末期までの間にある．た

だし，放散虫化石を用いて地層の上下関係や層序を

議論するためにはまだ資料が不足している．

光明層群の構造

一般走向

光明層群の一般走向は，赤石製線および光明断層

にほぼ平行な南北～北北東一南南西であるとされて

きた（斎藤・磯見，1954）．これは久保田の北方から

光明山にかけて分布する緑色岩層を連続した地層と

みなし，それを鍵層として用いたことによる．しか

しながら，前述したように，緑色岩はオリストスト

ローム中のブロックであり，側方への連続性が良い

とはいえない．さらに，斎藤・磯見（1954）に示されて

いる以外にも，いくつかの緑色岩岩体が分布してい

ることが明らかになった（Fig．2）．したがって，この

ような緑色岩の分布状態からみて，緑色岩は必ずし

も明瞭な鍵層として使えるわけではない．Fig・2で

の地層の走向・傾斜は，露頭内でのブロックの配

列状態，および露頭規模以上の大きさのブロックの

伸長方向，もしくはブロックの内部に保存されてい

る層理面の走向・傾斜を示してある．この方向と，
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砂岩優勢層と砂岩・泥岩混在層，および緑色岩の大

局的な分布で示される方向などとをあわせて，以下

に述べるような光明層群の構造方向が把握できる

（Fig．2）．

光明層群は分布地域の北部の山住峠，井戸口山か

ら竜頭山の北方にかけては，北東一南西～北北東一

南南西の走向で，北西または南東に傾斜している．

その南の竜頭山の南方では，ほぼ南北の走向で急傾

斜している．この部分は光明層群の分布幅が最も狭

く，西側の赤石裂線が東側に張り出し，そのトレー

スが屈曲する部分に当たる．南部の秋葉山周辺から

二俣川の北部にかけては，場所により南北の走向を

示す部分もあるが，一般的には北東一南西の走向で

北西に傾斜するものが多い．最南部の只采の南方で

は北西一南東の走向を示す部分がある．

このように光明層群は，場所によりその走向は多

少異なるが，全体として北東一南西～北北東一南南

西の一般走向をもつ．すなわち従来言われていたよ

うに，北北東一南南西～南北とされた構造（斎藤・磯

見，1954）よりは東にふれる．そして，光明断層，赤

石製線の走向とは斜交している．また，仏像構造線，

秩父一三宝山帯の地層の走向と，光明層群の走向と

は，従来斜交するように描かれていた（KIMURA，

1961）が，これらは実際にはほぼ平行している．

楕曲形成に伴う変形構造

光明層群は一般に600以上に急傾斜し，北西傾斜を

示す部分が多い．ただし，一部にほぼ水平な部分や

南東に傾斜している部分も認められる．これらの急

傾斜部分がすべてオリストストロームとして堆積し

た時に作られたものとは極めて考えがたい．堆積後

に地層全体が摺曲あるいは断層運動をうけて変形し

ていることは確実である．

地層の上下はまれに枕状溶岩や，砂岩・泥岩互層

のブロック内部に保存されている砂岩層中の級化層

理で判定できることがある．たとえばFig．7の枕状

溶岩は北西上位，この枕状溶岩の北西約1kmの砂

岩・泥岩互層は南東上位である．しかしながら，こ

れらのいくつかの例をのぞけば，全体的に地層の上

下判定がむずかしく，時にブロックの配列状態が無

秩序になり，小露頭では構造方向さえ知ることがで

きない場合もある．したがって，光明層群の分布地
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トatti亡ude of bed　トatti亡ude of fault

Fig・9．Examples offoldsin・the Komyo Group．A：Anticlinein the chaotic mixture of

Sandstone and mudstone at Loc．e．in Fig．2A．B：Foldsin the chaotic mixture of sand－

StOne and mudstone at Loc．d．in Fig．2A．C：Foldsin the sandstone－rich beds at Loc．g

in Fig・2A．Smaller blocks ofsandstone are omittedin the figure．D‥Anticlinein the

Sandstone－rich beds at Loc．jin Fig．2A．Smaller blocks of sandstone are omittedin the

figure．See explanationsin the text．
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域全域を通しての構造形態を示す断面図を描くこと

は現状では不可能に近い．ただし，林道切取り面や

河川沿いのいくつかの連続露頭では，波長10cm～数

10m程度の摺曲構造を観察できる．

この中には前述したスランプ稽曲と考えられるも

のもあるが，後の構造運動によると思われるものが

ある．Fig．9に摺曲構造の例を示した．Fig．9Aでは

波長10m以上の背斜の軸部が現れている．Fig．9B

では露頭の北西部に波長10m程度の摺曲が発達し

（Plate2D），露頭の南西部で地層は緩く東に傾斜して

いる．これらの摺曲が作る摺曲波面はほぼ水平であ

る．Fig．9Cでは砂岩卓越層中に波長10m以上の一

背斜と一向斜が現れている．ただし，この露頭は地

層の一般走向とはかなり斜交している．Fig．9Dは

砂岩卓越層中の波長100m以上の背斜である．これ

らの摺曲の軸面はほぼ直立し，正立摺曲の形態をも

つ．岩相が乱雑なため正確な測定は不可能だが，摺

曲軸の方向は前述した地層の大局的な構造方向とほ

ぼ平行であり，軸のプランジはわずかである．

これらの摺曲の軸部付近には幅数mm～数cmの破砕

常を持つ小断層がみられる（Figs，9A，BandD）．こ

れらの小断層はブロック，基質および後述する基質

中のへき閑を切断している．その走向は周囲の地層

および軸面の走向とほぼ二平行であるが，傾斜はそれ

らと一致するものもあり，一致しないものもある．

層理面に一半行な断層もみられる．

砂岩ブロックの間を埋める基質中には，レンズ状

やシート状の砂岩ブロックの配列方向とほぼ平行に，

数m以下の間隔で破断面（以下鱗片状へき閑と呼

ぶ）が発達している．この鱗片状へき閑の少なくと

も一部は，前述した泥質岩中の葉理面を利用して形

成されている．この鱗片状へき閲が特に密に発達す

る部分では，へき閲の表面は黒色の光沢を有し，へ

き閲にそって剥離性に富む．このへき閲はブロック

の付近ではブロックをさけるようにして屈曲してい

る．ただし，へき閑の配列方向にほぼ直交する幅数

cm以上の面をもつブロックがある場合は，へき開は

その面の中央部付近では面に対してぶつかるように

して発達している（Fig．4B）．このへき閲は前述し

た稽曲の形態と調和的に摺曲し，前述した小断層に

より切られている．すなわち，このへき閲は軸面に
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ほぼ平行な軸面へき開ではない．そして，この鱗片

状へき関は，小断層を伴う摺曲が形成される以前に

既に作られていた可能性が大きい．

以上述べてきたように，これらの摺曲は地層の一

般走向と調和した方向を示し，軸面が直立している

こと，軸部付近にブロック，基質および基質中の鱗

片状へき閑を切る小断層が認められることなどから，

地層堆積時すなわちオリストストローム形成時の

ductileな段階で形成されたスランプ神曲とは考え

がたい．おそらくは，鱗片状へき閲が形成され，あ

る程度地層の固結が進んだbrittleな段階での，破断

を伴う曲げスリップ稽曲作用により形成された摺曲

と思われる．

これらの稽曲の例および各地での地層の傾斜の変

化から，光明層群全体に波長10m以上の摺曲が発達

している可能性が大きい．ただし，以上の摺曲は比

較的両翼が開いた形態をもち；光明層群としては比

較的緩傾斜した部分に認められる．光明層群は一般

にこれらの摺曲が認められる部分よりは急傾斜して

いる．この急傾斜した部分では露頭において褐曲を

確認していない．急傾斜した部分に摺曲があるとす

れば，摺曲は両翼が閉じた形態となる．そして摺曲

を構成する地層がもともと乱雑層であるために，露

頭では摺曲を認定することが困難になるためであろ

う．また，地域南部から北部にかけてみられる構造

には，地域別に大きな差異があるとは思われない．

たとえば緑色岩を含む層と砂岩卓越層との走向・傾

斜が示す構造，および前述した摺曲形態などに大き

な差異は認められない．また，分布地域内に大きな

変位量をもつ走向断層の存在を示す証拠は得られて

いない．

摺曲形成後の変形

地層は上記の摺曲運動に伴い生じたと思われる小

断層以外にも，光明断層，赤石製線の活動と関係し

たと思われる南北方向の高角断層によりさらに寸断

されている．これらは数cm～数10cmの噂の破砕帯を

持ち，破砕帯内部は粉砕された小角礫岩よりなる．

たとえば，光明断層に近接した入地林道では泥質岩，

砂岩，チャート，多色互層，緑色岩などが，間隔数

m～数10mで発達するいくつかの断層により切ら

れている（Fig・8）．このような例からすると，久保田
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から勝坂付近にかけて，光明断層にそった幅500m

前後の狭い範囲に緑色岩が分布しているのは（Fig．

2），光明断層にほぼ平行な断層または断層群が緑色

岩の西側に存在し，光明断層とこの断層（群）に挟ま

れた狭い区域が左横すべり変位をした結果である可

能性が強い．また，光明断層と離れた地点において

も，しばしば南北方向の高角小断層が認められる．

たとえば松間の東では，約50cmの間隔ではいる小

断層により，砂岩ブロックおよび砂岩・泥岩互層の

ブロックが数10cm～数m程度の左横すべりの変位

をしている（Fig．■10）．

Fig．10．High・angledleft・lateralstrike－
Slip faults and displaced blocks of

Sandstone and alternating sandstone

and mudstone beds at Loc．min

Fig．5．

謙

光明層群の変形過程

以上述べてきたように，光明層群の全体，あるい

はその大部分は，砂岩・泥岩を主体として，その中

に緑色岩，チャート，石灰岩などのブロックが混在

した，成層状態の保存が悪い乱雑な地質体である．

すなわち，光明層群は成因を問わない記載用語とし

てのメランジュ（SILVER and BEUTNER，1980）に相

当する．そして，その大部分は初生的にはオリスト

ストローム起源の堆積物である．このオリストスト

ロームはその形態から，おそらく斜面の前方および

側方に拡がるようにして，もともとは成層状態に

あった砂岩・泥岩を主とする地層が，ちぎれちぎれ

になりながら流れ下ったものであろう．これらの中

に含まれる砂岩・泥岩以外のブロックのうち，緑色

岩，多色互層およびチャートの一部はもともとの累

重関係をほぼ保ったまま，完全に分離することなく

泥質基質中に混入したものと思われる．

現在の所，光明層群の地質年代を示す化石の産出

は充分とはいえない．特に地域北部の砂岩卓越層か

らは化石が得られていない．現在までに得られた資

料では，地域南部の地層では，ジュラ紀後期から白

亜紀前期にかけての放散虫を産するチャートブロッ

クを含む．緑色岩に伴う多色互層やチャートからは

前期白亜紀の後期から後期白亜紀の後期の放散虫を

産する．また基質にあたる泥質岩からは前期白亜紀

の後期および白亜紀後期の放散虫と，白亜紀最末期

のアンモサイトを産する．したがって，基質の放散

虫が導入化石でなければ，多色互層と，基質の泥質

岩の少なくとも一部は同時異相ということになる．

ただし，基質自体が実際に原地性である保証はない．

その中の薬理などの堆積構造から見ると，周囲の砂

岩ブロックとともに再移動している可能性が強い．

これらから，少なくとも地域南部に分布する緑色岩

ブロックを含む地層は，白亜紀後期，あるいは白亜

紀後期から古第三紀にかけて形成されたオリストス

トロームであると思われる．

この光明層群の中で，特に地域南部に分布する緑

色岩，チャート，石灰岩ブロックを含む地層は，他

地域の四万十帯北部の地層中から最近続々と報告・

記載されてきているオリストストロームないしはメ

ランジュと同様の産状を示し，これらに時代的・岩
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相的にほぼ対比できるものと思われる．たとえば，

紀伊半島育輔～五ヶ所浦周辺の地層（MIZUTANI，et

dリ1982），同日高川層群美山累層（公文・中沢，19

82；NAKAZAWA，gg滋．，1983），四国の月見山，横

漠，事績の各メランジュ（平ほか，198鋸，同薄謝メ

ランジュ（緒方ほか，1983）などである．これらの地

層では，多色互層やチャートのブロックからはより

古い時代の放散虫を，基質の泥質岩からはより新し

い時代の放散虫を産している．

これらの地層率の緑色岩およびそれに伴う堆棟物

の起源として，1）海洋プレート起源であり，海溝で

陸源性の砕層岩類と混合したのだという考え方（平

ほか，1980；NAKAZAWAg～α仁1983；など）と，

2）前弧海盆内での堆積・火山活動によるものだとい

う考え方（柳井，1983；など）が代表的なものであろ

う．この光明層群についてはそのどちらの考え方が

適切か，あるいは別の説明が可能かについては，こ

の調査結果からだけでは独立に議論することはでき

ない．この議論をするためには，さらに地層の時代

や層序，構造についての情報，オリストストローム

の移動方向の解析，古地磁気学的検討などが必要で

ある．さらにより広域的な地層配置ともからめて考

えなければならない．光明層群の広域的な位置づけ

のためには，光明断層をへだててその東側に広く分

布する赤石山地主部の四万十帯の地層との対比を行

う必要がある．この対比については次章で述べる．

光明層群のオリストストロームの特徴は，後生的

な神曲・断層による変形が顕著に認められることで

ある．オリストストローム中の摺曲については，そ

の多くがスランプ稽曲と思われる波長数m以下の摺

曲を除けば，他地域ではほとんど記載されていない．

この摺曲は波長10m以上の正立稽曲で，軸部付近に

小断層を伴うことが多く，この小断層によりブロッ

クはさらに破断されている．基質中に発達するいわ

ゆる鱗片状へき閑は，この稽曲と調和的に稽曲して

いる．このへき閑は恐らく摺曲形成に伴って層面す

べりのすべり面として形成されたものか，あるいは，

それ以前のオリストストロームとして滑動する際に，

プロッタと基質との間のすべり面として形成され，

さらにその後の稽曲形成時にすべり面として再利用

されたものかもしれない．
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光明層群全体の断面形態は現在の所不明である．

斎藤・磯見（1954）は，この光明層群は軸面が西に傾斜

する複雑な等斜袴曲構造をとり，地層は全体として

運転し，東上位としている．しかしながら，前述し

たような摺曲の存在から，必ずしも地層全体が一様

に西に傾斜する等斜樗曲をし，東上位であるとはい

えない．ただし，前述した他地域での例と同様に，

この光明層群中に，走向とほぼ平行な逆断層が発達

している可能性もある．

以上に述べた稽曲の形成後，おそらくは光明断層

や赤石製線の左横すべりの断層活動に伴って，さら

に地層の内部が分断されてしさる．その結果，現在み

られるような走向方向に連続性が悪い構造が強調さ

れていったものと思われる．そして，地層は反時計

まわりに回転し，光明断層の東側の四万十帯の地層

よりは10～40bほど北にふれた一般走向を取るよう

になったと思われる．従来，赤石製線と光明断層に

はさまれた地域内においては，この光明層群が北側

の仏像構造線や秩父一三宝山帯の地層に比べて，よ

り強くひきずられたように解釈されていたくKIMU－

RA言961）．しかしながら，前述した構造が示すよう

に，実際には仏像構造線や秩父一三宝山帯の地層を

含めて，両断層の間の地域全体がほぼ同程度にひき

ずられている．

地層の回転はさらに第四紀における赤石山地全体

の隆起とも関連しているかもしれない．赤石製線が

他の部分に比べて低角となり，光明層群の走向が南

北になる竜頭山の南方膵癌．2B）は，赤石山地の隆起

軸の延長部にあたる．赤石裂線の低角化はこの隆起

に伴うものとして説明されているくKIMURA，1961）．

光明層群と赤石山地主部の

四万十帯の地層との対比

従来，赤石山地主部の四万十帯の地層については，

その分布地域の地形が急峻であることが最大の障害

になって，調査が進んでいなかった．最近ようやく

詳しい岩相記載，構造記載，放散虫を用いた時代論

などがなされるようになってきた（狩野，1981；狩

野・村松，1982；伊藤，1981，1982；松島，1982；平

野，1983；川端・立石，1983）．以下ではこれらの結

果を参考にして，赤石山地主部の地層と光明層群と
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の対比を試みる．

前述してきたことから，光明層群を構成する地層

は，その一般走向に直交した方向からみると，約

15～20km前後の幅をもつ地帯に露出していること

になる．そのうち，北西部の約5kmは砂岩が優勢な

砕屑岩層，南東部の約10～15血は緑色岩，チャー

ト，石灰岩のブロックを含む砂岩・泥岩混在層によ

り構成されている．一方，赤石山地主部の四万十帯

の地層は，松島（1973），山田ほか・編（1972）にもとづ

くと，北から南に赤石層群，白根層群，犬居層群，

三倉層群の順に配列している（Fig．1）．光明層群は，

光明断層の両側での詳しい地層の記載がなかった時

点では，秩父一三宝山帯や仏像構造線のずれ，およ

び緑色岩の存在などを根拠に，白根層群に対比され

ていた（KIMURA，1961；松島，1973；など）．

今回の光明層群の調査結果と，上のような光明断

層の両側での地層分布をふまえると，光明層群のう

ち，その分布地域北西部の地層は赤石層群に，南東

部の地層は白根層群に対比される可能性が強い．た

だし，赤石層群と光明層群の砂岩卓越層についての

記載はまだ充分とはいえない．

白根層群については，遠山川一光岳地域における

狩野（1981），松島（1982）の報告がある．これらによる

と，この地域の地層は泥岩を主体とし砂岩を含む海

底地すべり堆積物により構成され，その中にチャー

ト，緑色岩，および石灰岩のブロックが散在してい

る（Fig．11）．このうち加々森山一光岳間の標高23

81mの小ピーク（Loc．T－01）の赤色チャートからは，

77mnaYla conica，UltYan（砂0mSp．，DicかOmit7uSp．，

などの前期白亜紀の後期，Hauterivian～Albianを

示す放散虫群集を産出する．また，Loc．T－02（NA－

KASEKOandNISHIMURA（1982）のloc．Ak309）の淡

緑色凝灰岩もしくはチャートからは，A〝ゆゐ勿′乃血

Plousios，A．砂lotus，ArChaeodicわ′Omih72，Sp．aff．A．

里両仏〃両町扉／ⅢCr．J…′／Jん・り∫ん〟仏β．（川Jム′、りJJ／、

／J．ん／仙／／ん・りJんJk八ぐ〝／ん〟〟／り♪／Mr〝Jノ7りハヽぐ〃∫六、JI

Pa7guemen海LithostYObus sp．aff．L．YVSiouzevi，

Stichomit7m（呵／mbatos，などのupper Campanian

～lowermost Maastrichtian？を示す放散虫群集を

産出する．なお，これらの放散虫は狩野（1981），狩

野・村松（1982）で報告したものを再検討した結果で

謙

Fig．11．Geologic map of the Tekari－dake areain

the southern part of the Akaishi Mountains，COm－
piled from Kano（1981）and Matsushima（1982）．
1：mudstone－rich beds　2：sandstone－rich beds　3：

Chert　4：green rocks　5：limestone T－01and T－02

：localities of radiolarian fossils．

ある．そのうちのいくつかをPlate6に示した．ま

た，川端・立石（1983）はFig．11の地域のより北西の

遠山川流域で泥質岩，酸性凝灰岩から，Coniacian

～Santonianの，赤色チャートからHauterivian

～Albianの放散虫群集を報告している．このほかに

加々森山の西北西約4kmの遠山川流域で，石灰岩転

石中より白亜紀中期の厚歯二枚貝が報告されていた

（大久保・松島，1959）．

遠山川一光岳地域の南東側にあたる白倉川地域で

の伊藤（1981，1982）の報告によると，この地域の白根

層群は砂岩，礫岩，石灰岩，チャートなどのブロック

をもつ大規模な海底地すべり堆積物により構成されて

いる．石灰岩ブロックからは三畳紀のコノドントが，

チャートブロックからはジュラ紀の放散虫が，泥質

の“基質〝からは白亜紀中期および白亜紀後期の放
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散虫が産出する．ただし，この地域では緑色岩ブロッ

クは報告されていない．

以上のような白根層群の岩相，放散虫化石などか

らすると，白根層群は光明層群のうち，その分布地

域の南部を構成する地層に相当することは確実であ

る．そして，以上のような地層の対比から見ても，

KIMURA（1961），・松島（1973）による光明断層の左噂

すべり水平変位量の見積りは正しいことになる．

一方，白根層群の分布地域の南側で，光明断層に

接した戸中川～気田川中・上流域に分布する犬居層

群を構成する地層は，成層構造が比較的よく保存さ

れた砂岩・泥岩互層を主体とし，その岩相は光明層

群とは全く異なっている．したがって，光明層群分

布地域の南側には現在は露出していないが，犬居層

群に相当する地層がかつて分布していたか，現在新

期の地層が露出しているその地下に分布している可

能性が大きい．

お　わ　り　に

本論では赤石山地最南部で，光明断層と赤石製線

に挟まれた地域の四万十帯を構成する光明層群につ

いて，その岩質，構造，産出化石などの報告を行い，

若干の議論をつけくわえた．この結果がもたらす赤

石山地の四万十帯の構造発達史における光明層群の

意義については，隣接する赤石山地主部の四万十帯

の地層の調査がより進展した段階で議論したい．本

調査結果は以下のようにまとめられる．

1．光明層群は泥質基質中に砂岩ブロックを多数含

むオリストストロームを主体とし，その一部に緑色

岩，チャート，石灰岩などのブロックを含む．その

うち，北東部の地層は砂岩が卓越し，南東部の地層

は砂岩ブロックのほかに緑色岩，チャート，石灰岩

などのブロックを含む泥質岩層が優勢となる．

2．既に報告されている大型化石と新たに産出した

放散虫化石によると，光明層群はジュラ紀後期から

白亜紀後期までのブロックを含み，オリストスト

ロームとしての移動時期は白亜紀後期以後と思われ

る．

3．光明層群は北東一南西～北北東一南南西の一般

走向をもち，北西ないし，南東に急傾斜している．

少なくとも一部には波長10m以上の後生的な正立
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摺曲が発達している．この摺曲は軸部付近に小断層

を伴っている．

4．光明層群は，摺曲運動を受けた後に，光明断層

や赤石裂線の活動の影響により地層内部の破断が進

行し，赤石山地主部の四万十帯の地層よりも10～400

ほど強く反時計まわりに回転している．

5．光明層群のうち，その北西部地域の地層は赤石

山地主部の四万十帯中の赤石層群に，南東部地域の

地層は同白根層群にそれぞれ対比できる．
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Platel．

A：Typicalexample of the chaotic mixture of sandstone and mudstone at Loc．hin Fig．2A．

Fig．2A．

15：lyplCaiexample Of the sandstone－rich beds atieft side or tllg．JL
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Plate2．

A：Sedimentary structuresin the muddy matrix of the chaotic mixture of sandstone and

mudstone near Loc．11in Fig．7．

B：Sedimentary structuresin the varicolored shale and siliceous siltstone near Loc．12in

Fig．7．Darker part：black shale Lighter part：green shale

C：alternating beds of chert andlimestone at Loc．㈹in Fig．2A

D：foldsinthe chaoticmixture ofsandstone and mudstonein theleft side of Fig．9B．
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Plate3．Radiolarian fossils from the Komyo Group．

1－2：from gray chert atloc．06

1－2：5肋。αかα　Sp．

3－6：from block shaie atloc．07

3：撤眈加地如祓如　sp．

4：AYrhaeodi（カ′OmitYa Cf．squi循αboliPESSAGNO

5－6：A．sp．

7－17：from red shale atloc．08

7－8：mc抄OmitmJbrmosaSQUINABOL

9：Ad払拍動砂州祓ね　sp．

10：77由乃αγわsp．

11－12：Amphibynddxstocki（CAMPBELL＆CLARK）

13：Cり少お粥♪如柁地頭／批正α（WHITE）

14：AtleCOnOCa770mma uniueYSa PESSAGNO

lJ：．・1圧ん／…ヾ／…仰小川J川川叩．

16：凸g〝（わα〟わ♪毎C〝SSp．

17：AJわが才〟∽Sp．

18－19：from black shale atloc．14

18：Sffc如椚gJm Sp．

19：Amph砂nddrstocki（CAMPBELL＆CLARK）

（SCale bar＝0．1mm A：12B：16C：1，7，11，15，17，19，D：2－6，8－10，13，14，18）
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Plate4．Radiolarian fossils flom the Komyo Group．

from black chert loc．14

1：CY34）hlmPhorelhlCf．頭haerica（WHITE）

from red shale atloc．01

2：AeudoaulpPhacusJloYeSenSisPESSAGNNO

3－18：from pale green chert atloc．09

3：CornuielhlCalifbrnica（CAMPBELL＆CLARK）

4：Cり少ia7タゆhoYtZlhl maC7てゆ07tlDUMITRICA

5：AJggがブ〝∽g昔Jわびの′オ（WHITE）

6：f七g〟くわα〟わク血zc∽Sp．

7：An4）h勿γnddrsiocki（CAMPBELL＆CLARK）

8：A．cf．妙lotus FoREMAN

9：A．plousiosFoREMAN

l0－11：A．pseudoconulw（PESSAGNO）

12：A．ahlmeddsensis（CAMPBELL＆CLARK）

13：Didcanthoc殖αumbilicaia DUMITRICA

14：D．cf．gaわahlDUMITRICA

15：D．acanthica DUMITRICA

16：A4ylloceγCion（？）sp．aff．M acineton FoREMAN

17：hiCyrttS carneglenSisCAMPBELL＆CLARK

18：助溺川劫Ⅶ鱒卿血加FoREMAN

（scale bar＝0．05mm A：6B：1－3，7・13，15－18C：4，5，14）
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Plate5．Radiolarian fossils from the Komyo Group．

from pale green chert atloc．09

1：Dicわ′OmitYtlCf．jbrmosa SQUmABOL

2：上1・如Sわ乙Ⅶg FoREMAN

3：D．cf．multicoshlhlZITTEL

4：D．cf．hlmellicosおお（FoREMAN）

5：D andb7SOni（CAMPBELL＆CLARK）

6：エゴ才力0∽gJZ由α（？）sp．

7：Cり少hlmPhorelhlCOna7tl（FoREMAN）

8：Allieuiumgtlllou）ayi（WHITE）

9：f5eudoaulophacusj如rgueYaenSisPESSAGNO

lO：PJloYtZSenSisPESSAGNO

ll：月頭扉仏和α廠払椚Sp．

12：I汝＆omit7uSp．aff．D．andbYSOni（CAMPBELL＆CLARK）

13：AⅣ血ZgOdわか0∽才Jm Sp．

14：A〝4）h砂nddxpseudoconulus（PESSAGNO）＝（A．eness＃）

15：A．cf．plousiosFoREMAN

16：AYChaeo頭0曙（ゆrunum nishわKlナ乃αiNAKASEKO＆NISHIMURA

（scalebar＝0．05mm A：11B：2，9，13，14C：1，3・5，8，10，12，15，16D：6，7）
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Plate6．Radiolarian fossilsin the Tekari－dake area．

1－2：from red chert at T－01

1：と〃′γ視犯と砂Om Sp．

2：肋乃αγわco乃わα（ALIEV）

3－16：from pale green tuffaceous shale or chert at T－02．

3：I5eudoaul（ゆhacusjloresensねPESSAGNO

4：P p17gueYaehsis PESSAGNO

5：A明励吻′乃血が0びわs FoREMAN

6－8：A．＆lotus FoREMAN

9：ATrhaeodic＆omitYaSp．aff．A．Yと智ina（CAMPBELL＆CLARK）

10－11：αC如椚gJ和仏∽e措coSおおFoREMAN

12－13：D．cf．multicoshlia ZITTEL

14：D．ande7SOni（CAMPBELL＆CLARK）

15：Lithostrobussp．aff．L．7VStOuZeuiLIPMAN（？）

16：Stichomitm agmbatos FoREMAN

（scale bar＝0．1mm A：5・16B：1－4）
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